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１　全体について

（１）全日制について

　保護者

　保護者

　保護者

・普通科、理数科、定時制、分校それぞれの
役割を明確にした教育活動を行っていただき
たい。
・それぞれが素晴らしい成果を上げている。

・校舎新築に関する情報を外部へも発信して
もらいたい。立て替えの工事がスムーズに進
むことを期待。
・北門付近で生徒を送迎する保護者の車が多
い。通行禁止の東側に車の侵入が見られる。
生徒だけでなく保護者にも周知していただき
たい。
・南高生の意識が高い。ヘルメット着用率も
非常に高い。
・ＳＳＨの活動がすばらしい。特に小学生対
象のプログラミング教室の取り組みがすばら
しいと感じた。

・改築に関する情報を、今後も適切かつ効果
的に発信していきたい。
・改築工事の影響もあり、これまで以上に周
辺地域への配慮が必要だと認識している。保
護者の方々にも理解・協力を求めたい。
・ヘルメットの着用については、かぶり方を
含め、今後も指導を徹底していく。
・ＳＳＨ先導的改革型Ⅱ期の指定を受け、全
国のリーディング校として、ＳＴＥＡＭ教育
を核とし、教科横断型授業、産学と連携した
データサイエンス、国際共同研究等に取り組
んでいるが、今後も多くのコンテストに挑戦
させていきたい。

・今年度の重点努力（指導）目標として、全
日制「志高く心を耕し言葉を磨け」定時制
「志の教育―夢に向かって心を耕し言葉を磨
け」砥部分校「さわやかな目・豊かな心・確
かな手を育てる」を掲げて活動した。今後と
も、それぞれの学校の魅力を高める取組を行
い連携を深めていく。
・今年度も、全日・定時・分校が協働した取
組を行ったが、今後も、更にオール南を意識
して教育活動を実践していきたい。
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（２）定時制について

（３）砥部分校について

2 自己評価の項目について

　

・部活動で成果を上げているが、特に登山部
のインターハイ２位はすばらしい。
・高い志を持って先生方や生徒の皆さんが
日々努力したり頑張ったりしている姿がうか
がえる。
・先生方の熱心な指導の下、学校全体として
大きな成果をあげているところが素晴らし
い。
・高校時代は一人ひとりのその後の人生に
とって非常に大切な時期である。生徒の豊か
な感性、可能性、輝きを伸ばすために良いと
ころを「言葉にして伝える」ことが重要だと
思う。
・もう少し生徒に余裕をつくっても良いと思
う。

・伝統を感じながら、校訓「自らを律せよ」
のもと、生徒一人一人が高いレベルの文武両
道を目指して良く努力した。
・部活動においては、今後も、限られた敷
地、限られた時間の中で創意工夫しながら取
り組み、その中でも結果を出していく伝統を
つないでいきたい。
・生徒への言葉かけを大切にし、豊かな感
性、可能性、輝きを伸ばす教育を実践してい
きたい。
・生徒の取組状況を的確に把握し、学習時間
の確保を含め、自ら学ぶ姿勢を育てていきた
い。

・全日制の学校評価でいじめの項目がＣであ
るが、事案の対応からいじめを未然に防ぐこ
とができていると感じた。

・日頃の的確な状況把握と、事案発生時の迅
速な状況把握を行い、いじめの未然防止、早
期解決に努めたい。

・定時制の生徒が減少傾向にある中、様々な
事情を抱える生徒の受け皿として、その役割
を果たしていきたい。
・中予地区の中学校訪問の他、折に触れて学
校紹介を行うとともに、学校ＨＰなどで情報
発信に努めたい。
・今後も一人一人の生徒に寄り添い、きめ細
かな支援や指導を行ってまいりたい。

・砥部分校の定員が倍増したが、多くの生徒
が志願している状況は非常に喜ばしい。各方
面での広報活動の成果であると感じる一方
で、教職員の負担が増加していないか心配し
ている。

・新コース開設を控え、全国募集を開始し、
今年度は広報活動に力をいれてきた。また、
デザインに関する依頼も、特に砥部町からは
積極的に受け、地域と連携した体制作りに努
めてきた。志願者獲得において大きな成果が
あったものの、教職員の業務量は増加してい
る。今年度の取組の経過を見極めた上で、ス
クラップできる業務を精選し、効果的に改善
を図っていきたい。

・基本的生活習慣の確立について評価が低い
ようだが、デザイン科としては、自分らしさ
を表現しつつ、挨拶を通して、他者とつなが
ることの大切さを指導してほしい。

・引き続き「自らを律せよ」の校訓の下、
「さわやかな目、豊かな心、確かな手」を生
徒に育む、きめ細かな指導に努めてまいりた
い。

・砥部分校の広報活動の評価がＡとあるが、
状況はどうか。

・学校ＨＰの閲覧者数が、一日平均160～
200、インスタグラム・YouTubeの視聴者をプ
ラスすると、数値目標としている一日の閲覧
者数250人を超えている。広報担当教員が、
生徒の活躍を丁寧にすくい上げ、アピールし
てくれている成果である。

・砥部分校の適切な勤務時間の項目がＥと
なっているが、教職員の勤務状況はどのよう
になっているのか。
　

・１か月あたりの時間外労働時間45時間以上
には、半数以上の教員が該当している。新
コース設置、生徒数増を控え、業務のスリム
化を図り、教職員の負担を軽減することが喫
緊の課題であると認識している。

・多様な生徒に対応する通信制にはない定時
制の役割に期待する。
・保護者の感想に感謝の言葉が多く見られる
のは、先生方の熱心な指導のおかげである。
中学校やフリースクールへの働きかけを積極
的に行い、定時制の情報を伝えていただきた
い。
・学校が一丸となって先生方が子どもたち一
人一人に接してくれているように思う。
・生徒、保護者ともに評価点が高く、先生方
の一人一人に寄り添う指導の賜物と感じる。
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４　その他

・学校行事における体育祭や文化祭、部活動
への評価が高いのは素晴らしいと思う。生徒
たちが充実した高校生活を送っていることが
想像できる。
・定時制アンケートにおける「食生活」「規
則正しい健康的な生活」の項目については、
将来のために大切なこととして生徒自身が理
解を深めていけるよう引き続き指導をお願い
する。

・生徒は学校行事に主体的・意欲的に取り組
んでくれた。今後も、生徒の自主性・協働性
を高められるよう充実した学校行事を運営し
たい。
・基本的な生活習慣が身に付くように、引き
続き指導を行ってまいりたい。

・県下有数の進学校ということで、学習成績
の自己評価に比重がかかりがちだが、「自
立」「自律」においては全て同じテーブルに
あるもの。個性を認められることは自己肯定
感を高め自信につながり、結果として伸びて
いくのだと思う。
・オール松山南の一体感をどのように醸成し
ているのか。また、オール松山南の表記の統
一をお願いしたい。

・学習活動は本校の教育の主軸ではあるが、
学校行事や課外活動、探究活動などのあらゆ
る活動を更に充実させ、自己肯定感を高め、
個性の伸長を図りたい。
・本年度も文化祭や芸術文化発表会におい
て、共同企画を実施できた。また、来年度導
入するポロシャツのロゴデザインの製作にも
オール松山南で取り組むことができた。今後
も、生徒のオール松山南の意識の醸成も図
り、生徒の意見を取り入れ、生徒の力を信じ
て育成していきたい。また、「オール松山
南」の表記は統一する。

学校評価アンケートについて


